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Windows のバッチスクリプトでIRISのルーチンやメソッドの戻り値を
取得する方法
これは、InterSystems FAQサイトの記事です。

iris コマンドを使用して、InterSystems IRIS のインスタンスを制御できます。
iris コマンドは多くの機能をサポートします。以下の構文を使用します。
iris <ファンクション名> <インスタンス名> [引数]

irisコマンドの詳細は下記ドキュメントをご参照ください。
InterSystems IRIS インスタンスの制御

このirisコマンドのrunw というファンクションを使用して、同期実行や戻り値を取得することができます。
コマンド実行例は以下の通りです。
iris runw インスタンス名 tag^routine([parameter-list]) ネームスペース名
iris runw インスタンス名 ##CLASS(package.class).method([parameter-list]) ネームスペース名

バッチスクリプトへの戻り値の指定は、ルーチンやメソッド終了時に指定する QUIT や RETURN
コマンドに引数を指定する方法ではなく、IRIS 内の処理終了時に %SYSTEM.Process クラスの Terminate()
メソッドを使用して errorlevel 変数に値を返す方法を使用します。
値は、0～255 を指定できます。

ルーチンサンプルは以下の通りです。
// ルーチン名をTest.macとします
start1() public {
hang 5 // 5秒待つ
//第2引数に指定した数値がシェルスクリプトに戻ります
set st=$system.Process.Terminate($JOB,11)
}

クラスメソッドサンプルは以下の通りです。
Class Test.Class1
{
ClassMethod test()
{
hang 5 // 5秒待つ
//第2引数に指定した数値がシェルスクリプトに戻ります
set st=$system.Process.Terminate($JOB,12)
}
}

上記ルーチンとクラスメソッドを起動するバッチスクリプト例は以下の通りです。
※インスタンス名＝IRIS1
cd c:\intersystems\IRIS1\bin
iris runw IRIS1 start1^^Test() USER
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echo %errorlevel% iris runw IRIS1 ##class(Test.Class1).test() USER
echo %errorlevel% pause 

#ObjectScript #InterSystems IRIS  
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